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は
じ
め
に
わ
が
国
に
仏
教
が
伝
来
し
て
よ
り
凡
そ
五
十
年
、
す
で
に
対
立
し
て
い
た
氏
族
間
の
権
力
関
係
は' 
こ
の
外
来
の
仏
教
の
受
容
を
め
ぐ 
っ
て
、
崇
仏
の
蘇
我
氏
と
排
仏
の
物
部
氏
と
に
分
か
れ
て
相
争
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
、
 
五
七
四
年(
敏
達
の
三
年)
聖 
徳
太
子
は
橘
豊
日
皇
子(
後
の
用
明
天
皇)
を
父
と
し
、
穴
穂
部
間
人
皇
女
を
母
と
し
て
誕
生
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
叔
母
に
当
た
る
推
古
天 
皇
が
即
位
さ
れ
る
や' 
そ
の
翌
年(
五
九
三)
二
十
歳
に
し
て
摂
政
と
な
ら
れ
、
六
二
ニ
年(
推
古
の
三
〇
年)
四
十
九
歳
で
な
く
な
ら
れ
る 
ま
で' 
天
皇
家
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
治
国
の
基
礎
を
明
ら
か
に
し' 
そ
の
理
想
の
実
現
に
生
涯
を
尽
さ
れ
た
。
 
ま
ず
、
摂
政
に
な
ら
れ
た
翌
年
、
三
宝
興
隆
の
詔
を
発
布
、
国
是
と
し
て
崇
仏
が
示
さ
れ
、
大
陸
と
の
外
交
を
通
し
て
文
物
を
移
入
す 
る
と
共
に' 
ふ
か
く
仏
教
の
教
理
を
学
ば
れ
た
。
こ
こ
に
、
太
子
を
日
本
文
化
の
祖
と
仰
ぎ' 
と
く
に
日
本
仏
教
の
開
祖
と
し
て
尊
ば
れ 
る
所
以
が
あ
る
。
か
く
し
て' 
太
子
に
対
す
る
讃
仰
は
種
々
の
太
子
伝
の
編
述
と
な
り' 
以
後
そ
の
時
代
に
よ
り
人
に
よ
っ
て
、 
さ
ま
ざ 
ま
な
太
子
像
が
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か
で' 
わ
が
親
鸞
聖
人
が
「
和
国
ノ
教
主
」
と
尊
称
し
て' 
ふ
か
く
太
子
を
崇
め
ら
れ 
た
こ
と
は
、
太
子
信
仰
の
高
揚
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
、
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
先
学
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
で 
あ
る
。
し
か
し
、
聖
人
が
晩
年' 
三
種
類
・
二
百
首
に
も
及
ぶ
太
子
和
讃
を
つ
く
ら
れ
、
「
和
国
ノ
教
主
」
す
な
わ
ち
日
本
の
仏
陀
と
し 
て
帰
命
・
奉
讃
・
恭
敬
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
和
讃
撰
述
を
め
ぐ
っ
て
、
何
か
か
く
歌
嘆
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
事
情
が
あ
っ
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た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
私
な
り
の
考
察
を
試
み
た
い
一
聖
人
が
撰
述
さ
れ
た
和
讃
の
う
ち' 
最
初
に
著
わ
さ
れ
た
『
浄
土
和
讃
』
と
『
高
僧
和
讃
』
は
、
共
に
宝
治
二
年(
一
ニ
四
ハ)
正
月
二 
十
一
日
、
七
十
六
歳
の
時
に
脱
稿
さ
れ
た
こ
と
は'
高
田
専
修
寺
所
蔵
の
国
宝
本
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
の
奥
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
 
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
「
三
帖
和
讃
」
の
一
つ
で
あ
る
『
正
像
末
和
讃
』
は
、
正
嘉
元
年(
ニ
ー
五
七)
ハ
十
五
歳
の
撰
述
で
あ
り
、
前 
二
帖
が
法
然
上
人
の
忌
辰
を
前
に
し
て
、
恩
師
よ
り
伝
承
さ
れ
た
教
法
を
讃
嘆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
『
正
像
末
和 
讃
』
は
、
自
ら
当
面
す
る
末
法
の
時
機
を
悲
歎
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
草
稿
の
『
正
像
末
法
和
讃
』(
国
宝
・
専
修
寺
蔵)
に
は 
次
の
ご
と
き
太
子
讃
仰
の
二
首
が
収
め
ら
れ
る
。
大
日
本
国
粟
散
王 
恩
徳
フ
カ
ク
ヒ
ロ
ク
マ
ス 
上
宮
太
子
方
便
シ 
如
来
ノ
悲
願
弘
宣
セ
リ
仏
教
弘
興
ノ
上
宮
皇 
奉
讃
タ
エ
ス
オ
モ
フ
へ
シ 
和
国
ノ
有
情
ヲ
ア
ワ
レ
ミ
テ 
慶
喜
奉
讃
セ
シ
ム
へ
シ
こ
の
ほ
か
、
二
種
の
「
太
子
和
讃
」
の
う
ち
、
七
十
五
首
の
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
は
八
十
三
歳
、
百
十
四
首
の
『
大
日
本
国
粟
散
王 
聖
徳
太
子
奉
讃
』
は
ハ
十
五
歳
の
撰
述
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
人
の
撰
述
さ
れ
た
和
讃
の
う
ち'
『
浄
土
』
・
『
高
僧
』
の
二
帖
は
一
連
の
も
の
で
、
真
宗
教
義
の
讃
詠
は
一
応
こ
れ
で
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完
結
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し' 
初
稿
本
に
載
せ
る
二
帖
の
首
数
は
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
ハ
首
を
加
え
な
い
と
共
に
、
そ
の 
ハ
首
を
結
ん
で
「
以
上
大
勢
至
菩
薩 
源
空
聖
人
之
御
本
地
也
」
と
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
か
つ
て
生
桑
完
明
先
生
が
「
師
匠
源
空
聖
人
の
①
 
名
を
あ
げ
て
、
浄
土
門
伝
統
を
さ
か
の
ぼ
り
、
七
高
僧
全
体
を
大
勢
至
菩
薩
の
智
徳
に
該
摂
す
る
心
算
か
と
按
ぜ
ら
れ
る
」
と
さ
れ
、
さ
ら 
に
後
の
「
太
子
和
讃
」
と
の
関
係
の
上
で
「
聖
徳
太
子
を
奉
讃
し
て
、
そ
の
本
地
観
世
音
菩
薩
の
悲
願
を
高
揚
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ 
②
る
」
と
申
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
対
応
は
、
さ
ら
に
文
明
本
の
『
高
僧
和
讃
』
の
終
り
に'
七
高
僧
と
並
べ
て
「
聖
徳
太
子
」
の
名
が
記
載
さ 
れ' 
伝
統
の
教
法
を
し
て
真
実
た
ら
し
め
る
も
の
こ
そ
、
太
子
の
本
地
，
観
世
音
菩
薩
の
慈
悲' 
す
な
わ
ち
護
持
養
育
に
も
と
づ
く
も
の 
で
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
右
の
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
聖
人
の
た
ゆ
み
な
き
求
道
の
生
涯
を
う
か
が
う
場
合
、
観 
音
の
化
身
と
し
て
仰
ぐ
太
子
の
「
メ
ク
ミ
」
，
「
ア
ハ
レ
ミ
」
な
し
に
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
今' 
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
 
源
空!
勢
至!
智
徳
—
念
仏
の
伝
統̂
縦
糸
(
経)
と' 
太
子!
観
音
—
悲
徳!
!
悲
願
の
弘
宣"
横
糸
(
緯)
に
よ
っ
て
織 
り
な
さ
れ
る
と
こ
ろ' 
そ
こ
に
非
僧
非
俗
の
親
鸞
の
誕
生
が
あ
り' 
そ
の
人
を
愚
禿
の
聖
者
と
し
て
敬
慕
す
る
と
こ
ろ
に' 
お
の
ず
か
ら 
真
宗
教
団
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
考
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
横
糸
に
譬
え
る
太
子
讃
仰
が' 
聖
人
ハ
十
三
歳
よ
り
ハ
十
五
歳
の 
間
に
、
と
く
に
感
激
を
こ
め
て
奉
讃
さ
れ
た
こ
と
は' 
一
体
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
れ
と
関
連
し
て' 
八 
十
三
歳
の
建
長
七
年(
一
ニ
五
五)
六
月
二
日
の
奥
書
を
も
つ
『
尊
号
真
像
銘
文
』(
法
雲
寺
蔵)
に
無
い
「
皇
太
子
聖
徳
御
銘
文
」
が
、
三 
年
後
の
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』(
専
修
寺
蔵)
に
加
え
ら
れ
て
い
る
事
は' 
さ
ら
に
正
嘉
元
年(
一
ニ
五
八)
五
月
十
一
日
書
写
の
『
上 
宮
太
子
御
記
』
と
も
か
か
わ
り' 
聖
人
の
八
十
三
歳
後
半
よ
り
ハ
十
四
歳
に
か
け
て
、
何
か
具
体
的
に
末
法
濁
世
の
悲
痛
を
内
感
し
、
特 
に
太
子
の
悲
願
を
聞
思
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
も
っ
と
も' 
こ
の
事
に
関
し
て
は' 
前
に
宮
崎
円
遵
博 
士
が
『
正
像
末
和
讃
』
述
作
の
動
機
が
善
鸞
事
件
に
も
と
づ
く
旨
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
今
こ
の
観
点
に
立
脚
し
て
申
せ
ば
、
建
長
三 
年
の
有
念
無
念
に
は
じ
ま
る
東
国
教
団
の
動
揺
は
、
つ
い
で
善
鸞
の
東
下
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
か
え
っ
て
善
鸞
み
ず
か
ら
異
義
を
唱
え 
る
結
果
と
な
り
、
建
長
ハ
年
五
月
二
十
九
日
つ
い
に
善
鸞
を
義
絶
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
父
聖
人
に
と
っ
て
如
何
に
も
深
刻
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な
苦
悩
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
こ
う
し
た
悲
し
き
業
報
の
感
受
が
『
正
像
末
和
讃
』
を
生
み' 
次
の
ご
と
く
述
べ
ね
ば
な
ら 
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
釈
迦
如
来
カ
ク
レ
マ
シ̂
^
^
テ 
正
像
ノ
ニ
時
ハ
オ
ハ
リ
ニ
キ
末
法
五
濁
ノ
有
情
ノ 
釈
迦
ノ
遺
法
コ
ト̂
^
ク
正
像
末
ノ
三
時
・
ニ
ハ 
像
季
末
法
ノ
コ
ノ
世
ニ
ハ
大
集
経
二
ト
キ
タ
マ
フ 
闘
蒔
堅
固
ナ
ル
ユ
へ
二
二
千
余
年
二
ナ
リ
タ
マ
フ 
如
来
ノ
遺
弟
悲
泣
セ
ヨ 
行
証
カ
ナ
ハ
ヌ
ト
キ
ナ
レ
ハ 
龍
宮
ニ
イ
リ
タ
マ
ヒ
ニ
キ 
弥
陀
ノ
本
願
ヒ
ロ
マ
レ
リ 
諸
善
龍
宮
三
イ
リ
タ
マ
フ 
コ
ノ
世
ハ
第
五
ノ
五
百
年 
白
法
隠
滞
シ
タ
マ
ヘ
り
(
文
明
本
に
よ
る)
す
な
わ
ち' 
こ
こ
で
の
正
・
像
の
二
時
は
、
正
法
五
百
年
・
像
法
千
年
の
正
像
千
五
百
年
説(
『
教
行
信
証
』
化
巻
引
用)
を
こ
え
て
、
正
・
 
像
そ
れ
ぞ
れ
千
年
の
二
千
年
説
を
採
ら
れ
た
の
は
、 
五
の
五
百
年
に
お
け
る
第
五
の
闘
靜
堅
固
と
し
て
の
現
在
、
末
法
五
濁
の
有
情
の
身 
証
に
よ
る
も
の
で
、
行
証
か
な
わ
ぬ
今
に
あ
っ
て
は' 
そ
の
救
済
は
唯
一
つ
、
弥
陀
の
本
願
を
信
ず
る
外
に
な
い
こ
と
を
、 
あ
ら
た
め
て
.29
身
に
し
み
て
味
わ
わ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ゝ
か
か
る
末
法
濁
乱
の
悲
し
み
を
根
底
よ
り
大
悲
も
て
照
護
し
た
も
う
救 
世
の
観
音
菩
薩
、
そ
の
化
身
と
し
て
の
太
子
に
帰
依
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二 
和
国
ノ
教
主
聖
徳
皇 
一
心
ニ
帰
命
シ
タ
テ
マ
ッ
リ 
上
宮
皇
子
方
便
シ 
如
来
ノ
悲
願
ヲ
弘
宣
セ
リ
広
大
恩
徳
謝
シ
カ
タ
シ 
奉
讃
不
退
ナ
ラ
シ
メ
ヨ 
和
国
ノ
有
情
ヲ
ア
ワ
レ
ミ
テ 
慶
喜
奉
讃
セ
シ
ム
へ
シ
こ
の
二
首
の
和
讃
は
『
太
子
奉
讃
』(
百
十
四
首)
の
冠
頭
に
載
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
文
明
本
『
正
像
末
和
讃
』
の
「
皇
太
子
聖
徳
奉 
讃
」
十
一
首
中
、
第
ハ
・
九
首
に
入
り
、
前
掲
し
た
草
稿
本
『
正
像
末
法
和
讃
』
に
あ
る
二
首(
三
七-
三
八
首)
に
も
と
づ
く
も
の
で' 
い
わ
ば
太
子
讃
仰
の
最
も
基
本
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て' 
こ
こ
で
気
付
く
こ
と
は
、
第
一
首
の
「
和
国
ノ
教
主
」
は
、
第
二 
首
の
「
和
国
ノ
有
情
」
に
呼
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は' 
前
述
し
た
如
き
当
時
の
権
力
者
の
念
仏
弾
圧
の
さ
な
か
、
念
仏
者
相 
互
の
争
い
か
ら
、
予
期
せ
ぬ
善
鸞
事
件
の
悲
し
み
を
体
験
さ
れ
た
聖
人
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
た
「
衆
生
」
を
新
訳
語
の
「
有 
情
」
に
か
え' 
草
稿
本
『
正
像
末
法
和
讃
』
に
「
ヨ
ロ
ッ
ノ
シ
ュ
シ
ョ
ウ
」(
二
〇
首
「
有
情
」
の
左
訓)
と
示
す
ご
と
く
、
そ
の
有
情
の
哀 
愍
を
深
く
内
観
さ
れ
て
の
太
子
へ
の
帰
依
が' 
か
か
る
表
現
に
な
っ
た
も
の
と
窺
わ
れ
る
。
而
し
て
、
そ
の
心
情
は
更
に
「
愚
禿
悲
歎
述 
懐
」
の
和
讃
と
も
な
り
、
か
つ
て
親
し
く
伝
道
し
た
東
国
の
同
朋
間
の
争
い
は
、
遠
く
太
子
当
時
の
氏
族
相
互
の
闘
靜
を
想
像
さ
せ
、
そ 
の
忿
瞋
、
愛
憎
の
心
根
は' 
ひ
と
し
お
末
法
濁
乱
の
現
実
を
痛
感
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
は
日
本
と
30
い
う
同
じ
自
然
・
風
土
の
中
で
起
っ
た
事
で
あ
る
限
り
、
太
子
の
「
和
」
の
精
神
を
如
何
に
伝
持
し
て
ゆ
く
べ
き
か
、
こ
こ
に
聖
人
晚
年 
の
大
き
な
課
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
て' 
こ
の
「
粟
散
」
の
日
本
を
和
国
と
す
べ
く
、
仏
教
を
弘
興
さ
れ
た
太
子
の
行
実
を
外 
に
も
と
め
つ
つ
、
内
に
そ
の
還
相
廻
向
の
恵
み
を
感
受
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
は
「
太
子
和
讃
」
に
余
す
と
こ
ろ
な 
く
歌
嘆
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
『
聖
徳
奉
讃
』
は
、
序
讃
に
は
じ
ま
り
、
『
六
角
堂
縁
起
』
，
『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
・
『
太 
子
伝
暦
』
等
に
よ
っ
て' 
太
子
の
前
身
と
化
迹' 
そ
の
礼
讃
と
仏
法
の
伝
来
、
さ
ら
に
後
身
と
治
績
を
の
べ
る
な
か
で
、
と
く
に
最
後
の 
三
首
は
十
七
条
憲
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
七
十
三
・
七
十
四
の
ー
一
首
は
憲
章
ノ
第
二
ニ
ノ
タ
マ
ハ
ク 
四
生
ノ
ツ
ィ
ノ
ヨ
リ
ト
コ
ロ
三
宝
ニ
ア
ッ
ク
恭
敬
セ
ヨ 
万
国
タ
ス
ケ
ノ
棟
樑
ナ
リ
イ
ッ
レ
ノ
ヨ
イ
ッ
レ
ノ
ヒ
ト
カ
帰
セ
サ
ラ
ム 
三
宝
ヨ
リ
マ
ッ
ラ
ス
ハ
イ
カ
テ
カ
コ
ノ
ヨ
ノ
ヒ
ト̂
^
 
ノ
マ
カ
レ
ル
コ
ト
ヲ
タ
、
サ
マ
シ
と
あ
っ
て
、
憲
法
第
二
条
の
全
文
を
和
讃
さ
れ
た
も
の
で
あ
り' 
つ
い
で
第
七
十
五
首
は
ト
メ
ル
モ
ノ
、
ウ
タ
エ 
ハ 
イ
シ
ヲ
ミ
ッ
ニ
イ
ル
ヽ
カ
コ
ト
ク
ナ
リ
ト
モ
シ
キ
モ
ノ
、
ア
ラ
ソ
ヒ 
ハ 
ミ
ツ
ヲ
イ
シ 
ニ
イ
ル 
ヽ
 
ニ
ニ 
タ
リ
ケ
リ
と
、 
第
五
条
の
「
有
レ
財
之
訟
、 
如
二
石
投"
水
、
乏
者
之
訟
、
似-
水
投
む
石
」
を' 
そ
の
ま
ま
詠
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
こ
の
文
31
に
つ
づ
く
「
是
以
貧
民
則
不
“
知
一
一
所
由
一1
に
意
味
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
太
子
が
理
想
と
さ
れ
、
ひ
と
し
く
吾
人
の
願
う
べ
き
「
以"
和
為
”
貴
」
は
、
第
二
条
の
「
篤
敬
一
一
三
宝-
」
を
実
践
原 
理
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
和
国
の
開
顕
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
実
際
に
は
貧
者
の
所
由
を
知
ら
ざ
る
と
こ
ろ' 
そ
の
生
死
の
帰
依
と
な
る
も 
の
は
、
別
相
を
超
え
た
一
体
の
三
宝
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
三
経
義
疏
』
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
る
如
く
、
常
住
真
実
な
る
法
身(
特
に
『
勝 
鬟
経
義
疏
』
に
よ
る)
に
帰
依
す
る
ほ
か
に
な
い
。
実
は' 
こ
の
こ
と
は
太
子
没
後
六
百
年
を
経
過
し' 
貧
し
き
民
に
身
を
置
く
親
鸞
聖
人 
に
よ
っ
て' 
は
じ
め
て
深
く
内
感
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は' 
か
つ
て
金
子
大
栄
先
生
が
、
篤
敬
三
宝
の 
歴
史
を
通
し
て
大
乗
よ
り
一
乗
、
さ
ら
に
誓
願
一
仏
乗
の
展
開
を
詳
述
さ
れ
た
が' 
今
そ
の
所
説
に
従
え
ば
、
最
後
の
「
誓
願
の
宗
教
」 
に
お
い
て
、
太
子
の
妃
・
橘
大
女
郎
が
伝
え
る
「
我
大
王
所
“
告
世
間
虚
仮
唯
仏
是
真
、
玩
一
一
味
其
法
一
謂
我
大
王
応"
生
一
ー
於
天
寿
国
之
中
一
」 
(
天
寿
国
繡
帳
銘)
に
よ
り' 
「
本
願
一
乗
は
群
萌
の
宗
教
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
名
も
な
き
民
艸
の
道
と
思
い
合
は
さ
る 
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
ま
た
「
如
何
な
る
行
証
も
か
な
わ
ぬ
群
萌
は' 
浅
ま
し
き
無
善
造
悪
の
凡
夫
で
あ
る
と
自
識
せ
ず
に
居
れ
⑤
 
ぬ
で
あ
ら
う
。
し
か
も
そ
の
群
萌
の
一
人
を
も
見
捨
て
ぬ
大
悲
大
願
の
仏
心
に
依
り
て
、
広
大
無
辺
な
る
浄
土
は
顕
開
さ
る
ゝ
の
で
あ
る
」 
と
申
さ
れ
る
。
か
く
し
て
聖
人
は' 
在
家
止
住
の
業
縁
生
活
の
な
か
で
、
し
か
も
わ
が
子
を
義
絶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
現
実
の
悲
痛
の
極
ま
る 
と
こ
ろ' 
遂
に
そ
の
個
人
的
な
感
情
を
こ
え
て
、
和
国
の
有
情
と
し
て
内
観
さ
れ
し
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
和
国
の
有
情
を
救 
済
せ
ん
た
め
、
大
悲
観
世
音
の
化
身
と
し
て
現
わ
れ
た
ま
い
し
太
子
を
ば
「
和
国
ノ
教
主
」
と
呼
ば
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
も
の
と
窺
う 
も
の
で
あ
る
。
三
か
つ
て' 
親
鸞
聖
人
が
凡
そ
二
十
年
の
あ
い
だ
行
化
さ
れ
た
常
・
総
・
野' 
さ
ら
に
広
く
東
関
一
帯
の
地
方
は' 
す
で
に
早
く
天
台
宗 
の
東
国
伝
播
と
共
に
、
太
子
崇
拝
が
み
ら
れ
る
と
松
野
純
孝
博
士
は
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て' 
博
士
は
「
四
天
王
寺/
園
城
寺¢
延
暦
寺
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!
幕
府
の
線
か
ら
、
太
子
信
仰
が
四
天
モ
寺
念
仏
と
も
結
び
つ
い
て' 
東
国
に
入
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と 
は
更
に
直
接
的
に
は'
師
上
人
の
遺
誡
に
も
と
づ
い
て
聖
人
が
入
関
さ
れ
た
前
後' 
実
朝
(
一
ー
九
二!
—
ー
ニ
ー
九)
が
鎌
倉
に
あ
っ
て 
太
子
を
追
慕
し
、
そ
の
後
も
時
頼(
二
「
一
七I
ー
二
六
三)
の
太
子
景
仰
に
よ
っ
て' 
太
子
信
仰
が
ひ
ろ
が
り
、
そ
れ
は
ま
た
太
子
像 
の
彫
刻
・
絵
画
と
も
な
っ
て' 
と
く
に
鎌
倉
末
期
よ
り
室
町
時
代
の
作
と
認
め
る
孝
養
御
影
の
木
像
が
、
今
も
真
宗
寺
院
に
数
多
く
襲
蔵 
さ
れ
て
い
る
事
は
、
親
鸞
を
祖
と
す
る
真
宗
教
団
の
性
格
を
知
る
上
に
、
特
に
留
意
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
 
と
こ
ろ
で
、
孝
養
の
太
子
像
と
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
用
明
天
皇
二
年
の
条
に
「
夏
四
月
、
天
皇
不
畲
(
豫)' 
太
子
不
“
解­
衣
帯-
、
 
日
夜
侍"
病' 
天
皇
一
飯
、
 
太
子
一
飯' 
天
皇
再
飯
、
太
子
再
飯'
擎
一
香
爐-
祈
請
」
と
あ
る
記
載
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
『
伝 
暦
』(
藤
原
兼
輔
，
九
一
七
年
撰)
に
は' 
右
の
記
事
に
「
十
六
歳
」
と
肩
書
を
付
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
知
の
ご
と
く
十
四
歳
で' 
父
・ 
用
明
天
皇
の
病
悩
に
際
し
て
の
事
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
親
鸞
ハ' 
父
母
ノ
孝
養
ノ
タ/
ト
テ
、
ー
返
ニ
テ
モ
念
仏 
マ
フ
シ
タ
ル
コ
ト
イ
マ
タ
サ
フ
ラ
ハ
ス
」(
歎
異
抄
五)
と
伝
え
る
聖
人
の
言
葉
に
矛
盾
す
る
と
考
え
る
向
も
あ
る
が' 
『
伝
曆
』
で
は
右 
に
引
続
い
て
「
音
不"
絶"
響
、
詔
一
一
群
臣
一
日
、
朕
思
欲
“
帰
一
一
宝
ハ 
卿
等
宜
“
量
也
」
と
載
せ
ら
れ
る
事
、
さ
ら
に
は
太
子
不
例
に
際
し
て 
「
仰
依
乂
三
宝
ハ 
当
“
造
一
一
釈
像
尺
寸
王
身
ハ 
蒙
一
一
此
願
力
一
転"
病
延
“
寿
安
一
一
住
世
間
ハ 
若
是
定
業
以
背"
世
者
、
往
登
一-
浄
土-
早
昇
一
一
妙
果­
」 
(
法
隆
寺
金
堂-
釈
迦
像
銘
文)
と
あ
る
事
な
ど
よ
り
推
察
す
れ
ば
、
肉
親
の
病
気
に
際
し
て
平
癒
を
祈
請
さ
れ
る
太
子
は' 
そ
の
悲
し
き
契 
り
を
縁
と
し
て
三
宝
に
帰
依
す
べ
く'
法
縁
・
仏
縁
に
転
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
徹
底
し
て
孝
道
を
尽
く
さ
れ
た
太
子
を
想
起
せ
ず 
に
は
お
れ
な
い
。
恐
ら
く'
こ
う
し
た
こ
と
が
各
種
の
太
子
像' 
す
な
わ
ち
二
歳
の
合
掌
像
、
七
歳
の
閲
蔵
像
、
 
一
ー
十
五
歳
の
講
讃
像
、
 
四
十
五
歳
の
摂
政
像
な
ど
か
ら
、
と
く
に
孝
養
御
影
を
七
高
僧
像
と
並
べ
て
尊
崇
す
る
所
以
が
う
か
が
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 
こ
ん
に
ち' 
光
明
本
尊
と
し
て
各
地
に
保
存
さ
れ
る
も
の
を
調
べ
る
と' 
和
朝
の
部
の
は
じ
め
に' 
お
お
く
太
子
の
孝
養
像
が
画
か
れ 
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
現
存
の
光
明
本
尊
と
し
て
最
古
の
妙
源
寺
本(
三
幅
対)
に
は
、
太
子
を
中
心
に
し
て
恵
慈
・
馬
子
・
学
呵' 
妹
子 
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
銘
文
は
『
存
覚
上
人
袖
日
記
』
所
載
の
光
明
本
に
四
例
を
み
る
「
御
廟
記
文
」
で
も
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
同
33
寺
所
蔵
の
「
真
像
銘
」
の
断
簡
帖
に
記
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
以
上' 
や
や
繁
雑
に
わ
た
っ
た
が
、
要
は
正
嘉
本
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に' 
七
高
僧
と
共
に
太
子
の
銘
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
事
は' 
そ
の
の
ち
光
明
本
尊
の
推
移
，
変
遷
に
と
も
な
い
、
太
子
と
七
祖
像
の
別
立
と
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
七
高
僧
像
の 
現
在
知
ら
れ
る
最
古
の
も
の
は
、
文
明
九
年
(
一
四
七
七)
蓮
如
上
人
の
裏
書
の
あ
る
も
の(
愛
知
県
田
原
町
西
円
寺
蔵)
で
、
恐
ら
く
太
子 
像
も' 
こ
れ
と
同
じ
こ
ろ' 
す
な
わ
ち
本
願
寺
を
再
興
さ
れ
た
蓮
如
上
人
に
よ
っ
て
、
 
孝
養
の
太
子
御
影
が
下
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ 
る
。
而
し
て' 
そ
れ
は
親
子
・
兄
弟
・
夫
婦
の
業
縁
に
も
と
づ
く
在
家
止
住
の
凡
夫
が' 
か
つ
て
太
子
が
俗
服
の
ま
ま
、
袈
裟
を
召
さ
れ 
て
の
礼
仏
の
姿
こ
そ' 
同
朋
教
団
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て' 
真
宗
念
仏
の
伝
統
を
あ
ら
わ
す
七
高
僧
の
御
影
と
並
べ
、
こ
の
太
子
御 
影
を
余
間
に
か
か
げ
て
崇
敬
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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